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土として＿十二塊のくずrLの程姐と可露悪養分について保．対

した■　＿ト蒐〟くず7L／⊂ついて吐l血j土壌の性質咤全く異な

って封り．不揚／⊂王PLへて托瀾水痘政吐ともかく崎勅の嶺過

につrL且つ恨の伸長／⊂つれて徐々に剥離レてくずれ出し．

移植後1ケ月で天郁くずれを止せこれが7月30日の帆走

で裏付けられている．角皿の克行津＝’β水代残によってご土

壌吐ばらばらにくずれを見せる性質もポットと鳴∴言え代

替を全く行のたい場合怯湖水してもくずれの蔵相は全然

認められず回しへまゝで報持された．従ってこの傾向は地

上価にも反映して枠上良好区佗化し小全区壮年愕責が聞

くと】叶痔だ棋士】；：も少く観察で咤あるが大根が多レヽ反血相

椴が少く根が署に一上底＞■ト答域に伸長した形跡は戒

めがたく末利塀部分土壌の介在を伺わせ不場土壌の疇期

的なくずれとこれに相見舞う生育の追いつきという現象

と全く好対象を示した．これは土壌分析結果でも認めら

れ不傷土壌の場合吐土塊のくずれる性賓は土壌各域に根

の侵入を可能をらしめて潜在窒素を利哺しやすくしたの

忙対し角田土壌では廟い．来利用部分の土壌が多くこれ

水　稲　の　収　穫　時　期
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21・6；16・0；6・8
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が日に示されているⅣH．一対化成立で謂わ畔根が吸収し

感たかった窒素と解釈されないこともないが唯一回の分

析結果なので牒越もあり断定吐てきをい．尚土塊のくず

れはその土喋の固結条件ともl対座する間組でこの点不壊

士嘆吐根に上って侵入しやすいつまり破壊されやすい性

質もあるとも云えるしくずれの一都は濯水に上るものも
あろう．

慮後に一応現在まで機械化探槙に伴う馴巴法に関する

試験の一貫として砕土間題を取上げたが不場．角田土壌

忙ついての相違点が種々出てきて封少本場土壌の場合吐

代横において上りもそれ以前の砕土処理が問題なのに対

し角泊吐代横を絶対的な決め手として卦りこれが水稲生

育を高水準に保つ一要因ともなっている．しかしこの二

つの土壌のみで吐明確なる桔論吐得られないので本年吐

庚だ古川土嘆も加えて候封をいそいている．何れにして

も砕士が土壌のどの性質に由来するかも不明である現在

この複雑をる周題について今后の研究課題であろう．

と　品　質　に　つ　い　て

上井触治郎・ノ宮部克巳

藤原　　宏・村井一男

し1■ト手少．ゝ農J中

1　ま　えが　き

岩手県にかける補作りにかいて．例年，刈り》くれの

傾向がみられること互．満票改善上の周題点として指摘

され乾燥調整の改書とをらんで滴朋刈わの励行が．指導

重点事項として．とりあげられている．

そこで，県の巷斡品魔を咽いて．刈取時期・か違いが品

賞に及ぼす彩智を知るため一昭刹那生から武威を行って

レトるがl昭和軋87岩手農式水稲栽培試験成韻書1．昭

利軸生産に行った試験の概要について報告する．

2　試験方法

当場標準栽培硝種族で栽培した，フジミノリ．ノ、ツ二
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シキ．すすシグレの8品樋な供用し．刈取時劇について

は．半生に封ける品績別の成熟日放を考慮し．刈取適期

と・与える喝朋を甲心として4鯛にわけて行った・

一岐成分の分析はすべて常法に工少，全燐酸吐灰化珪

酸分離試料につさ．無機燐酸吐10痴　cc1－1COOH浸出試

料につき．モリブデン青比色蕊に上り定量した・

3　試験結果及び考察

第1表　　出穏後　日　政　と　熱度，品質

品櫨及び刈取噂朋

l

！完全米

l
青　 米 茶　 米 死　 米 その他

完全米甲
に含まれ
ている青米

粒 揃　 い
玄 米 の

光 沢

≠ ¢ 痴 痴 ¢
！ 9 1 ．2 1 ．4 0 ．6 6 ．6 甘 ．2 1 7 ．5 甲 甲

9 2 ．6 1 ．8 0 ．6 4 ．4 0 ．6 2 1 ．0 や　 や　 且 や　 や　 良

． 9 6 ．0 0 ．8 0 ．8 2 ．4
－

1 8 ．1 良 や　 や　 艮

9 7 ．2 0 ．4 1 ．4 0 ．6 0 ．4 6 ．6 良 甲

8 5 ．2 1 ．4 0 ．4 1 8 ．0 －
4 7 ．7 不　　 良 や や 不 良

，4 ．8 0 ．6 0 ．4 4 ．2 － 1 1 ．6 千 ・や 不 良 甲

9 6 ．6 0 ．4 0 ．2 2 ．8 － 4 ．8 甲 艮

9 8 ．2 0 ．2 0 ．4 1 ．2 － 1 ．2 や　 や　 艮 や　 や　 艮

7 7 ．4 1 ，6 0 ．2 2 0 ．6 0 ．2 4 8 ．2 不　 ．且 不　　 艮

8 6 ．8 0 ．2 0 ．2 1 2 ．6 0 ．2 8 1 ．8 や や 不 良 や　 や■　艮

9 0 ．8 － 0 ．6 ・ 8 ．2 0 ．4 2 1 ．4 甲 甲

9 2 ．4 0 ．6 0 ．4 6 ．0 0 ．6 8 ．7 甲 甲

フ　ジ・ミ　ノリ　出機険網　目

ク　　　　　ク　　35ク

〃　　　　　ク　　42　〃

ク　　　　　　〃　　49　〃

甲　下

甲　甲

甲　上

甲　上

ハツニシキ出穂俊30　日

ク　　　　　ク　　37ク

ク　　　　　　〃　　44ク

シ　　　　　　●　　51◆

下
　
甲
　
下
　
下

甲
　
甲
　
上
　
上

すすシタレ出穏後87　日

〃　　　　　　〃　　44　〃

◆　　　　　　◆　　61◆

ク　　　　　ク　　58　〃

上
　
下
　
上
　
上

下
　
甲
　
甲
　
甲

3　蓼　41岬　P節　劇引　〝44引＝簿

フジモノリ　　　八■ツニシ■　　　▼サシ食レ

第1図　出穂後日数と熟度

不生の豊熟期間の天候は不順気味に経過し例生に比べ

て青米．死米の発生の多レ、のが目立ち，全体として品質

が良好と云えない年であったが．出穂後日蚊と熱狂の関

係をみると，完全米歩合が増加して．その増えかたの程

匿がゆるやかになるのは，フジミノり・ハツ三シキ・サ

サックレで，夫々　出穂後　約嘘・劇・51日頃からであ

わ，またとの時期に遅すれば．青米，死米歩合も低下す

る．

次に，玄米の厚みの増しかたも，第2回の粒厚別粒重

割合の成績からみられるよ，にアジミノリ●ハタニシキ●

すすシクレで．夫々　出穂後　約戯・■偶・軌日頃までは－

その程度が明らかに天善いことが　みとめられるが■厚

さを構成する内容について吐，品種による特性の違いが

申
　
6
●
　
劇
卯

■ふ　■’ワ・・。用●・一■■，ユ○加1－ユー象丘2■L
j陰　　　　　　靂　‘＿＿）

第2図　出梅後日数と粒厚別粒重割合

槌めて特長的である．

刈取時期の違いが玄米の形質に及ぼす影響からみると，

8品種とも櫨早刈少吐，品質を卦とす上，で．その後．

次第に安定してくるが．早中生の品種で吐，刈取時期が

卦くれると．玄米の光沢が．ヤゝ劣ってくる．

一般成分の分析成績をみると，ハツヱシキ吐．フジミ
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出機朋 a　当　 りIKク】 籾摺歩合 a 当　 り

l月．8】 マフら垂 楕籾重 府籾重 l劾
糟玄米毛
t瑚

項　目

品倭
及び刈嘲時朗

フジミノリ出穂成83日

ク　　　　ク　　85′レ

ク　　　　　〃　　42ク

ク　　　　　〃　　49〃

8 ．8 5 9 ．0 5 9 ．8 6 ．7 82 ．0
4 8 ．6 l

9 4　琴
r　　 8 18

一ク 5 5 ．5 5 8 ．5 7 ．6 82 ．5 4 8 ．3 9 3 1　　 8 28

ク 6 0 ．0 6 2 ．6 6 ．1 8 3 ．0 5 2 ．0 10 0 8 3 8

ク 62 ．1 6 2 ．8 6 ．8 8 3 ．0 5 1 ．7
】

卵 1 8 8 4

8 ．8 5 8 ．9 5 8 ．0 6 ．4 8 0 ．5 4 6 ．7 9 8 8 0 5

◆ 6 2 ．6 68 ．5 4 ．0 81 ．8 5 2 ．0 97 8 1 8

ク 6 2 ．8 6 5 ．6 4 ．9 8 2 ．2 5 8 ．9 10 0
r　　 8 2 2

一ク 6 7 ．1 6 7 ．1 8 ．1 8 2 ．4 6 5 ．8 103 8 2 3

8 ．鰐 6 6 ．6 5 1 ．8 1 2 ．9 80 ．5 4 1 ．3 73 8 0 5

ク 6 9 ．0 6 8 ．9 6 ．1 8 1 ．8 5 2 ．0 9 2 8 2 8

〃 7 5 ．8 6 9 ．5 6 ．8 さ1 ．7 5 6 ．7 10 0 8 2 8

〃 7 7 ．1 6 9 ．0 5 ．4 8 1 ．8 56 ．4 1 0 0 8 1 7

21．3

21．5

21．6

21．5

ノ、ツニシキ出穂後80日

ク　　　　ク　　87〃

ク　　　　　〃　　44ク

ク　　　　ク　　51ク

ササシクレ出穂後8■7日

ク　　　　ク　　44ク

ク　　　　〃　　51〃

ク　　　　ク　　58ク

22．9

22．9

22．8

22．9

22，9

22．8

23．1

22．9

ノり・すすシグレ忙比較して蛋白質・牌肪・灰分の含量

が，ヤゝ高い傾向を示し．全燐酸について吐，ハツ三シ

キ・フジミノリ・ササシクレの順忙含宜が低く在ってい

て壷健の昭性虻示していると考えられる．

刈取噂崩に上る成分の蓋虻．各品届とも蛋白賞・脂肪・

灰分・全焼殿について吐，殆んどみられないが．澱粉に

ついては，碍朋の鯉過にしたがって集横がみられ．適期

を過ぎたもの忙ついても．を封．集成の行われているこ

とを示しており．このこと吐，無機燐誠の分析結果上カ

しても明らかである．

以上の成績から不県に封ける刈取適期を県中部地方で

代表苫せて考えてみると．出穂倭日数で．早生饉吐．側

日頃，甲生種で亜日．晩生種で即日頃と怠るようで．こ

皐…岬叩
▼さ■■リ　　　ハ▼●こl．■　　　■■●■■、′

第3歯　出穂後日数と収量

粛8表　　一役成分及び燐　分析値

　　 成分 鯛

品種及び刈取等朋

水　　 分

乾　　　　 物　　　　 甲 全　 P

l 〟，第 ）

無 機 P

l 呼 界 】租 蛋 白質 純 蛋 白質 粗 糖　 肪 租 灰　 分 租 澱　 分

フ ジ ミノ リ出穂 険 8 8 日 1 4 ．8 8 6 ．8 8 6 ．7 9 2 ．5 9 1 ．8 2 7 5 ．7 4 2 8 1 ．1 6 ．2 5

ク　　　　　 〃　　 8 5 〃 1 6 ．7 8 7 ．4 2 7 ．2 9 2 ．5 1 1 ．8 7 8 1 ．3 0 2 8 2 ．1 5 ．4 4

ク　　　　 ク　　 4 2 一ク 1 5 ．3 3 7 ．8 8 7 ．2 6 2 ．5 5 1 ．8 5 8 1 ．9 8 2 8 6 ．0 4 ．9 4

ク　　　　　 〃　　 4 9 ク 1 4 ．7 4 7 ．2 9 7 ．1 9 2 ．5 3 1 ．8 7 8 2 ．8 6 2 8 6 ．2 4 ．7 6

ハ ツニ シ キ出 穂 後 8 0 日 1 5 ．0 4 7 ．9 1 7 ．7 5 2 ．8 8 1 ．4 1 7 5 ．8 8 8 1 4 ．8 8 ．0 0

ク　　　　 ク　　 8 7 ク 1 4 ．6 2 7 ．9 4 7 ．8 4 2 ．9 0 1 ．4 2 7 6 ．1 9 3 1 2 ．0 6 ．5 6

ク　　　　　 〃　　 4 4 ク 1 4 ．6 7 7 ．9 8 7 ．8 0 2 ．8 1 1 ．4 0 8 4 ．9 2 8 1 4 ．9 6 ．1 8

◆　　　　 ◆　　 5 1 ◆ 1 4 ．2 0 7 ．8 4 7 ．6 7 2 ．8 6 1 ．4 1 8 9 ．9 6 8 1 2 ．8 5 ．7 5

サ サ ック レ出穂 炭 3 7 日 1 5 ．2 3 7 ．2 0 6 ．9 3 2 ．9 0 1 ．8 2 7 8 ．5 9 2 7 8 ．5 1 0 ．5 6

〃　　　　　 〃　　 4 4 ク 1 4 ．8 6 6 ．8 2 6 ．7 0 2 ．8 5 1 ．8 1 7 8 ．6 8 2 7 7 ．2 8 ．6 9

◆　　　　 ◆　　 5 1 ◆ i 6 ．0 8 6 ．8 5 6 ．7 4 2 ．‾8 5 1 ．8 2 7 9 ．8 8 2 7 8 ．6 7 ．0 6

ケ　　　　　 ◆　　 8 8 ◆ 1 6 ．0 6 6 ．9 4 6 ．8 8 2 ．7 9 1 ．8 6 8 1 ．2 8 2 7 4 ．4 7 ．0 0
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れらの噌朋を甲心として5－6日の範囲が，実際の適期

となるとみられるが．年次，■勘所．栽培法による速レ、が

あるとみなければならず．この点の供封は．ひきつゞき

行なわれなければならなレ・

また．刈取通則を判断する場合に，外戚と熱度とが一

致しないことが．しばしばみられること吐．一つの間歯

であるので．熱度のより適確な判定を可能にするとこら

し■り削畑ノ）擁．j寸もあわせて考えられるべきてあ乙．

会津地方における水稲多収穫安閑の解析的研究

第1報　栽培立地条件による地帯区分

並びにその特質について

い蛙惣治・小林幸男

し′も・拙県農武会津文場）

l t　えが　き

近正に分ける稲作技術の進歩は塵泣面髄当りの水稲生

産収量菅生毎に増加し，福島県佐野いては過去10年個に

生平均14・5K，／108の割合で増加し続け108・（X＝h・の水

田より正閏亜／Jトン以上J）収灘拉1二が期待されている．

このような著しい成果をもたらした直接の技術的費因

は，優良品嘘の作出普及並に育蔚・施肥・除草等の栽培

技術や．病害虫防除技術等の進歩，或吐農業機械化の進

展と土地基盤の改害等が綜合的に影智を及ぼしているも

のと考えられるが，反面我が国の高亜種済成長把ともな

う農業労働力の他産業への流出に上る良薬労働力の不足

並に米価引上げに上る農兵生産資材への吐ね返りに上る

近代化営農設備償却費の増大等比いわゆる日立経営の規

模を拡大しなければならない状態を醸成しっゝある・従

って農業経営の近代化も当面は労働生産性の向上を計る

ための省力栽堵体系が重視導入されつつあるが．ともす

れば収壷性の低下を紹来し，労働生産性の向上は促がさ

れても，土地の生産性吐低下する傾向が穣めて多い・従

って土地生産性を高めるために吐単位廊偵当りの収嘘遠

の増大を計らねば宏らない．殊に福島県のエうに堰営規

模の小さい農業者群において吐，偽泣面偵当りの収穫蛍

の増大が水田作付面横の癌少を可能をらしめ．始めて田

畑転廃が可能になり春雷並に特用作物等の作目導入を促

し得るものと推察される．又このようを形感が聞桜的忙

農業経営の体質の改善を促す誘因となるものと想定され

る．

このような観点からして水稲哉宅のビジョンとして吐，

不変的な多収穫栽培技術体系の確立が思案されるもので

ある．従って不研究を進める忙あたり．広大な会津盆地

を舞台忙し福島県内にかける他地帯と比較検討を試み，

その特異点を（》着粒故を増加するの吐肥沃変を主とする

環境条件であれ（診稔実を高めるの吐気象条件を主とし

た環境条件に上るものとの仮説を設け．これらが会津盆

地の多収穫条件を作少だしているものとして．このよう

を環境条件下の甲で農家が実践しつつある現行技術を科

学的忙解析し．又過去の試験研究調査の結果等を綜合し，

更に疑念について吐試験場の開場に封いて問題甲決を計

カ．再び農家の営農の場に返してその実現を計るべく遠

大な計画のもとに始めるものである．

2　福島県における援護地帯区分

本県に封ける気象条件並に地勢に上る区分吐，通常浜

過少地方，中通り地方，会津地方の8ノノ部に区分される．

浜通り吐鯛東型の地帯であり，会津接頭雪寒冷型の裏日

本東北型の地橋であり，中通りは表日本型の地帯である．

一万，慶菜地帯区分として吐不県の東側上狛兵過　平

坦地方l以下浜通りと云う）．阿武隈山間部地方，甲過

少北部地方，甲通力甲南部地方，会津山間部地方＝堵醇

代高冷地を含むト　会洋平担部地方の6ブロックに地帯

毘分することが出来る・これら吐前述の矢複的地帯区分

の上に，特有の営農型体を加味したものである．

そのブロック別む営農型体の概況吐．西武限山間

地帝は花崗岩等の岩石を母材とする粘貨殖士地帯が北部

にあわ．両部吐粘冥砂礫土壌地帯であり，ともに県内6

ブロックの甲で吐巌も饉菖規模の小さい集約栽塔を主体

とする　タバコ・崖垂罠家が多く．浜也少で吐近郊園芸

並に果樹と水田に上る高所得縫業者の比較的多い地帯で

あれ　中通り北部地帯吐果樹並に水田に条約される単作

経営農家が多い．甲通り南部吐無がク火山灰不良土壌地

帯で陸稲．玉萄蚕等の畑作農家がl近生絹田が進んでい

るが低収地帯である．）多く，又会津平担部は水田単作

農家が多い・史に会津山間地帯吐猪蔚代の湖岸地帯の水

稲単作農家を披いて吐，陸稲，大豆を主体にした畑作農

家で兼業成果者の多い地帯である．

これら6地帯別の恕高別面頑は薦2表にみられる上う

にその地帯で適も多く水田が分布している標高吐・会津

平担部に封いては100椚～加桝が．文金津山間部では

甜）が．7伽桝に，浜通り並に中通り北部で吐1∝）椚以下

の処に，中通り南部は1∝Im～劫Omとなっている・又市

町村別に各ブロック別に水桶収盛を図示したものが第1

図であるが．壕庖別に吐100研一加爪の地帯が，高収量

の町村である踪高別の水稲牧童の変遷については第2図

にみられる上うに，過去10ヶ年闇に封ける反収の伸びを

みると桜扁500，”以上の地帯l全耕地の7多）に封いて

吐，年々18柏／108で，部門一瓢桝地帯l全耕地の2

努）に封いては年々15K9／108の割合で増加を示してい

る．これ吐保護苗代の普及並に多収耐冷性品適の普及等

技術改善の効果か＿顕著に現れた地帯である・又1仰椚～

卸爪地帯l全耕地の朝宙】吐早生種中生種の作付が主




